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「特定保険医療材料の定義について」の一部改正について

標記については 「特定保険医療材料の定義について （平成18年３月６日、 」

保医発第0306008号）により取り扱われてきたところであるが、本日 「特定、

保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）の一部を改正する件 （平成」

19年厚生労働省告示第79号）が公布され、平成19年４月１日から適用されるこ

ととされたことに伴い、同通知を次のように改正し、平成19年４月１日から適

用することとしたので、その取扱いに遺漏のないよう、関係者に対して周知徹

底を図られたい。

記

（別表）のⅡの150の次に次のように加える。

151 大動脈用ステントグラフト

定義( 1 )

次のいずれにも該当すること。

① 薬事法承認又は認証上、類別が「機械器具（７）内臓機能代用器」

であって、一般的名称が「大動脈用ステントグラフト」であること。

② 大動脈瘤の治療を目的に経血管的に挿入され、体内に留置するステ



ントグラフトであること。

機能区分の考え方( 2 )

使用目的により、腹部大動脈用ステントグラフト（メイン部分）及び

腹部大動脈用ステントグラフト（補助部分）の合計２区分に区分する。

機能区分の定義( 3 )

① 腹部大動脈用ステントグラフト（メイン部分）

次のいずれにも該当すること。

ア 腹部大動脈瘤の治療を目的に使用されるものであること。

イ 腹部大動脈に留置するステントグラフト、両側総腸骨動脈に留置

するステントグラフト及びステントグラフトを挿入するための付属

品を含んでいるものであること。

② 腹部大動脈用ステントグラフト（補助部分）

次のいずれにも該当すること。

ア 腹部大動脈瘤の治療を目的に使用されるものであること。

イ 腹部大動脈用ステントグラフト（メイン部分）の留置を補助する

目的で使用されるものであること。

ウ 次のいずれかに該当すること。

ⅰ ステントグラフトの延長部分

ⅱ コンバーター

ⅲ オクルーダー


